
 
別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ－５ 

 

(ロ)-G-12 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ－６ 

 

(ロ)-G-13 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ－７ 

 

(ロ)-G-14 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ－７ 

 

(ロ)-G-15 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ－７ 

 

(ロ)-G-16 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ－８ 

 

(ロ)-G-17 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ－９ 

 

(ロ)-G-18 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ－９ 

 

(ロ)-G-19 

 
 

(4)-② 

 

121



 
別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ 

－１０ 

 

(ロ)-G-20 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ロ－Ｆ 

－１０ 

 

(ロ)-G-21 

 
 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

表紙 ニ  章   輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱いに関する事項  表紙 (ハ )章  輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱方法  (2) 

ニ－Ａ－１ ニ章 輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱いに関する事項 (ハ)-A-1 (ハ)章 輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱方法 (2) 

ニ－Ａ－１ 輸送物の安全設計に合致した標準的な取扱い方法について記述するとともに、保守条

件を記述する。 

(ハ)-A-1 核燃料輸送物の安全設計に合致した標準的な取扱方法について記述するとともに、

保守条件を記述する。 

(4)-② 

ニ－Ａ－１ Ａ．輸送物の取扱い方法 (ハ)-A-1 A. 核燃料輸送物の取扱方法 (2) 

ニ－Ａ－１ 輸送物の標準的な取扱いは、以下の方法により行われる。ただし、原子炉建屋によっ

て手順が異なる場合もある。標準的な輸送物の取扱いの流れの例を(ニ)－第Ａ.１図に

示す。 

(ハ)-A-1 核燃料輸送物の標準的な取扱いは、以下の方法により行われる。標準的な核燃料輸

送物の取扱いの流れの例を(ハ)－第 A.1図に示す。 

(4)-② 

(2) 

ニ－Ａ－１ Ａ.１.１原子炉建屋での空容器受取・燃料装荷準備作業  

本輸送容器は、建屋内作業場に移動し、蓋を取り外して、クレーンにより燃料プー

ルに吊り下ろし、燃料装荷準備を行う。 

(ハ)-A-1 A.1.1 発電所での空容器受取・燃料装荷準備作業  

輸送容器は、原子炉建屋内作業場に移動し、蓋を取り外して、クレーンにより燃

料プールに吊り下ろし、燃料装荷準備を行う。 

(3)-① 

〃 

ニ－Ａ－１ （１）準備作業  

乾式貯蔵施設に置かれていた輸送容器を輸送車両上に固縛する。 

(ハ)-A-1 (1) 発電所での空容器受取・準備作業  

a. 岸壁クレーン及び水平吊具を用いて、輸送容器を運搬船から吊り上げ、輸送車両

上に固縛し、発電所へ輸送する。この際、必要に応じて乾式貯蔵施設に一時保管

する。 

b. 乾式貯蔵施設に保管していた場合は、乾式貯蔵施設のクレーン及び垂直吊具を用

いて輸送容器を輸送車両上に固縛する。 

(3)-① 

(以下同様) 

 

ニ－Ａ－１ （２）搬入作業 

輸送車両を建屋内に搬入する。 

(ハ)-A-1 (2) 搬入作業 

輸送車両を原子炉建屋内に搬入する。 

 

(4)-② 

ニ－Ａ－１ ａ．クレーン及び蓋吊具を用いて二次蓋及び一次蓋を取り外す。 (ハ)-A-1 a. クレーン及び蓋吊具を用いて、一次蓋、二次蓋及び三次蓋を取り外す。 (3)-① 

ニ－Ａ－１ ｂ．輸送容器のフランジ面に異常がないこと及びバスケットに異常がないこと（未臨界

性確認）かつ異物がないことを確認する。 

(ハ)-A-1 b. 輸送容器のフランジ面に異常がないこと及びバスケットに異常がないこと(未臨界

検査)かつ、異物がないことを確認する。 

 

(4)-② 

ニ－Ａ－１ ｃ．プール入水のための養生を行う。 (ハ)-A-1 c. 燃料プール入水のための養生を行う。 (4)-② 

ニ－Ａ－１ ｅ．クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送容器を吊り上げ、燃料プールに移動する。 (ハ)-A-1 e. クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送容器を吊り上げ、燃料プール上に移動する。 (4)-② 

ニ－Ａ－２ Ａ.１.３ 後作業  

輸送容器に使用済燃料を装荷後、一次蓋の取り付け、胴内の真空乾燥、胴内へのヘ

リウム充填、二次蓋及び三次蓋の取り付け、輸送容器表面の除染を行う。その後、建

屋内作業場より移動し、緩衝体を取り付ける。 

(ハ)-A-2 A.1.3 後作業  

輸送容器に使用済燃料を装荷後、一次蓋の取付け、胴内の真空乾燥、胴内のヘリ

ウム充填、二次蓋及び三次蓋の取付け、輸送容器表面の除染を行う。その後、建屋

内作業場より移動し、上・下部緩衝体を取り付ける。 

 

 

 

(4)-② 

ニ－Ａ－２ ｂ．プール入水のための養生等を取り外し輸送容器の仮除染を行う。 (ハ)-A-2 b. 燃料プール入水のための養生等を取り外し輸送容器の仮除染を行う。 (4)-② 

ニ－Ａ－２ ｈ．二次蓋を輸送容器に取り付ける。 (ハ)-A-2 h. 二次蓋を規定トルクにて取り付ける。  (3)-① 

ニ－Ａ－２ ｋ．三次蓋を輸送容器に取り付ける。 (ハ)-A-2 k. 三次蓋を規定トルクにて取り付ける。 (3)-① 

ニ－Ａ－２ ｌ．三次蓋密封境界の漏えい率を測定する。 (ハ)-A-2 l. 三次蓋密封部の漏えい率を測定する。 (4)-② 

ニ－Ａ－２ ｂ．緩衝体を取り付ける。 (ハ)-A-3 b. 上・下部緩衝体を取り付ける。 (4)-② 

ニ－Ａ－２ ｃ．輸送物に 施す。 (ハ)-A-3 c. 核燃料輸送物に 施す。 (4)-② 

ニ－Ａ－３ ｅ．輸送車両を建屋外に搬出する。 (ハ)-A-3 e. 輸送車両を建屋外に搬出し、核燃料輸送物を乾式貯蔵施設まで構内輸送する。 (3)-① 

124



 

別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ－３ なお、三次蓋の取付け、三次蓋密封境界の漏えい率測定を輸送車両上で行う場合があ

る。 

- (削除) (3)-① 

 

- (記載なし) (ハ)-A-3 A.2 貯蔵方法 (3)-① 

ニ－Ａ 

－１６ 
（１）乾式貯蔵施設での輸送物の受取り方法 

乾式貯蔵施設での標準的な輸送物の受取りは、以下の方法により行われる。 

(ハ)-A-3 (1) 乾式貯蔵施設での核燃料輸送物の受取 

乾式貯蔵施設での核燃料輸送物の受取りは、以下の方法により行われる。 

(4)-② 

〃 

ニ－Ａ 

－１６ 
ａ．近接防止金網を取り外した後、 を解除する。 

ｂ．緩衝体を取り外し、クレーン及び水平吊具を用いて、輸送車両から吊り下ろす。 

ｃ．クレーン及び垂直吊具を用いて縦起し、三次蓋を取り外す。 

ｄ．センサー類及び三次蓋フランジ面保護カバーを取り付ける。 

ｅ．貯蔵場所へ移動後、据え付ける。ここまでの期間に貯蔵前検査を実施する。 

(ハ)-A-3 a. 核燃料輸送物から、近接防止金網を取り外し、 を解き、上・下部緩衝体を取り

外す。 

b. クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送容器を縦起こし、輸送車両から吊り下ろした

後、三次蓋を取り外す。 

c. 輸送容器へ監視計器を取り付け、貯蔵区域に移動する。 

d. 輸送容器を所定の貯蔵場所に据え付ける。 

(4)-② 

(以下同様) 

 

ニ－Ａ 

－１６ 
（２）貯蔵期間中検査  

貯蔵期間中に、輸送時に必要な基本的安全機能及び構造強度を維持していることを

確認するために(ニ)－第Ａ.３表に示す貯蔵期間中検査を定期的に行う。 

(ハ)-A-3 (2) 乾式貯蔵施設での輸送容器の発送前準備  

乾式貯蔵施設での輸送容器の貯蔵は、以下の方法により行われる。 

a. 貯蔵場所に据え付けられた輸送容器に対し、適宜貯蔵期間中検査を実施する。 

(3)-① 

(以下同様) 

 

ニ－Ａ 

－１６ 
（３）乾式貯蔵施設からの輸送物の搬出方法  

乾式貯蔵施設からの標準的な輸送物の搬出は、以下の方法により行われる。  

ａ．貯蔵場所から移動し、センサー類及び三次蓋フランジ面保護カバーを取り外す。 

ｂ．三次蓋を取り付けた後、クレーン及び垂直吊具を用いて横倒しする。 

ｃ．クレーン及び水平吊具を用いて、輸送車両上の輸送架台に移動し、固縛する。 

ｄ．緩衝体を取り付け、 を施す。 

ｅ．近接防止金網を取り付け、輸送車両を搬出する。 

(ハ)-A-3 (3) 乾式貯蔵施設での核燃料輸送物の発送前準備  

乾式貯蔵施設での貯蔵後、核燃料輸送物の発送前準備は、以下の方法により行われ

る。  

a. 受入区域に移動し、輸送容器から監視計器を撤去する。 

b. 三次蓋を取り付け、気密漏えい検査を行う。 

c. クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送車両上の輸送架台に横倒し、固縛する。 

d. 上・下部緩衝体を取り付けた後、 を施し、近接防止金網を取り付ける。 

(3)-①、

(4)-② 

(以下同様) 

 

ニ－Ａ 

－１２ 
Ａ.２.３ 輸送物の再処理工場への輸送  

本輸送物は、専用運搬船に積み付け、再処理工場まで輸送される。 

(ハ)-A-3 A.2.2 再処理工場への輸送  

本核燃料輸送物は、輸送車両又は専用運搬船に積み付け、再処理工場まで輸送され

る。 

 

(4)-② 

ニ－Ａ 

－１２ 
（１）船積み  

ａ．輸送物を輸送車両にて、岸壁まで輸送する。  

ｂ．近接防止金網を取り外す。  

ｃ．岸壁クレーン及び水平吊具を用いて、輸送物を吊り上げ、指定船倉内に積み込

む。  

ｄ．船内にて輸送物を固縛する。  

ｅ．近接防止金網を取り付ける。  

 

（２）再処理工場への輸送  

ａ．専用運搬船によって、再処理工場まで輸送する。 

(ハ)-A-3,4 (1) 再処理工場への輸送 

a. 核燃料輸送物を輸送車両に積み込む。 

b. 輸送車両によって、岸壁まで輸送する。 

c. 近接防止金網を取り外す。 

d. 岸壁クレーン及び水平吊具を用いて、核燃料輸送物を吊り上げ、指定船倉内に積

み込む。 

e. 船内にて核燃料輸送物を固縛する。 

f. 近接防止金網を取り付ける。 

g. 専用運搬船によって、再処理工場まで輸送する。 

(3)-①、

(4)-② 

(以下同様) 

 

ニ－Ａ 

－１３ 
Ａ.３.１ 再処理工場での輸送物受取・燃料取出し準備作業  (ハ)-A-4 A.3.1 再処理工場での核燃料輸送物の受取・燃料取出し準備作業 (4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ 

－１３ 
本輸送物は乾式貯蔵施設から再処理工場に輸送される。ここでは、再処理工場に輸送さ

れる場合の標準的な例を以下に記述する。 

- (削除) (4)-② 

ニ－Ａ 

－１３ 
ｂ．岸壁クレーン及び水平吊具を用いて、輸送物を専用運搬船から吊り上げ、輸送車両

上に固縛する。 

(ハ)-A-4 b. 岸壁クレーン及び水平吊具を用いて、核燃料輸送物を専用運搬船から吊り上げ、輸

送車両上に固縛する。 

(4)-② 

ニ－Ａ 

－１３ 
（２）輸送物受入・保管  

ａ．輸送容器管理建屋内のトレーラエリアに、輸送車両により輸送物を搬入する。  

ｂ．近接防止金網を取り外す。  

ｃ．クレーン及び水平吊具を用いて、輸送物を輸送車両より吊り上げ、輸送容器受入

エリア内移送台車上に設置する。  

ｄ．移送台車にて、輸送物を輸送容器保管エリアの所定の保管場所へ移送し、保管す

る。 

(ハ)-A-4 (2) 核燃料輸送物受入・保管 

a. 輸送容器管理建屋内のトレーラエリアに、輸送車両により核燃料輸送物を搬入す

る。 

b. 近接防止金網を取り外す。  

c. クレーン及び水平吊具を用いて、核燃料輸送物を輸送車両より吊り上げ、輸送容

器受入エリア内移送台車上に設置する。  

d. 移送台車にて、核燃料輸送物を輸送容器保管エリアの所定の保管場所へ移送し、

保管する。 

(4)-② 

(以下同様) 

 

ニ－Ａ 

－１３ 
（３）輸送容器搬送室への移送  

ａ．移送台車にて、輸送物を輸送容器保管エリアより輸送容器搬送室に移送する。  

ｂ．輸送物に取り付けられている を解除する。  

ｃ．緩衝体を取り外す。  

ｄ．クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送容器を縦起す。  

ｅ．輸送容器を吊り上げ、燃料取出準備室に移送し、所定の位置に設置する。 

(ハ)-A-4 (3) 輸送容器搬送室への移送  

a. 移送台車にて、核燃料輸送物を輸送容器保管エリアより輸送容器搬送室に移送す

る。 

b. 近接防止金網を取り外す。 

c. 核燃料輸送物に取り付けられている を解除する。 

d. 上・下部緩衝体を取り外す。 

e. クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送容器を縦起こす。 

f. 輸送容器を吊り上げ、燃料取出準備室に移送し、所定の位置に設置する。 

 

(4)-② 

(以下同様) 

 

ニ－Ａ 

－１３ 
（４）燃料取出準備室内作業  

ａ．三次蓋及び二次蓋を取り外す。  

ｂ．輸送容器内を再冠水する。  

ｃ．プール入水のための養生を行う。  

ｄ．一次蓋ボルトを取り外す。 

(ハ)-A-4 (4) 燃料取出準備室内作業 

a. 三次蓋及び二次蓋を取り外す。 

b. 輸送容器内を再冠水する。 

c. 燃料プール入水のための養生を行う。 

d. 一次蓋ボルトを取り外す。 

 

 

 

(4)-② 

ニ－Ａ 

－１４ 
ｂ．輸送容器を防染養生する。 - (削除) (4)-② 

ニ－Ａ 

－１４ 
Ａ.３.２ 取出作業 (ハ)-A-5 A.3.2 燃料取出作業 (4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ 

－１４ 
（１）後作業 

ａ．クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送容器を燃料取出ピットから吊り上げる。 

ｂ．防染養生を取り外す。 

ｃ．クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送容器を空容器返却準備室へ移送する。 

ｄ．プール入水のための養生等を取り外す。 

ｅ．一次蓋を取り付ける。 

ｆ．輸送容器内水の排水を行う。 

ｇ．クレーン及び蓋吊具を用いて、二次蓋及び三次蓋を取り付ける。 

ｈ．三次蓋密封境界の漏えい率を測定する。 

ｉ．輸送容器の除染を行う。 

(ハ)-A-5 (1) 後作業 

a. クレーン及び吊具を用いて、輸送容器を燃料取出ピットから吊り上げる。 

b. クレーン及び垂直吊具を用いて、輸送容器を空容器返却準備室へ移送する。 

c. 燃料プール入水のための養生等を取り外す。 

d. 一次蓋を取り付ける。 

e. 輸送容器内水の排水を行う。 

f. クレーン及び蓋吊具を用いて、二次蓋及び三次蓋を取り付ける。 

g. 三次蓋密封部の漏えい率を測定する。 

h. 輸送容器の除染を行う。 

 

(4)-② 

(以下同様) 

 

ニ－Ａ 

－１５ 
Ａ.４ 空容器の準備  

燃料取出し後の輸送容器を再使用する場合は、次の輸送のために適切に保管し、空

容器搬出前には適切に発送準備を行う。 

(ハ)-A-5 A.4 空容器の準備 

燃料取出し後の空容器は搬出前に適切に発送準備を行い、発電所まで輸送する。 

 

(3)-① 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ－４ 

 

(ハ)-A-6 

 

 

(3)-① 

 

 

 

 

 

 

(4)-② 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

(3)-① 

 

 

 

 

(2) 

(4)-② 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ－５ Ａ.２ 輸送物の発送前検査 

Ａ.２.１ 発送前検査  

使用済燃料を収納した本輸送容器の設計貯蔵期間は 50年間である。 

原子炉建屋から乾式貯蔵施設へ輸送物を発送する前に(ニ)－第Ａ.１表に示す原

子炉建屋内発送前検査を行う。 また、乾式貯蔵施設から再処理工場へ輸送物を発

送する前に(ニ)－第Ａ.２表に示す乾式貯蔵施設内発送前検査を行う。 

(ハ)-A-7 A.5 核燃料輸送物の発送前検査 

A.5.1 発送前検査 

乾式貯蔵施設から再処理工場へ核燃料輸送物を発送する前に(ハ)-第 A.1表に示

す核燃料輸送物の発送前検査を行う。 

この際の収納物検査については、一次蓋及び二次蓋を開放して使用済燃料の外

観を目視等にて検査することなく、記録の確認によって行う。 

(2) 

 

(4)-②、

(2) 

(3)-① 

ニ－Ａ－８ 

 

(ハ)-A-8 

 

 

(2)、 

(4)-② 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

(3)-① 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ－９ 

 

(ハ)-A-9 

  

 

(2) 、 

(4)-② 

(3)-① 

 

 

 

 

 

(4)-② 

 

 

 

 

(3)-① 

 

 

 

 

〃 

 

(4)-② 

 

 

〃 

 

(3)-① 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

- (記載なし) (ハ)-A-10 A.5.2 構内輸送前及び貯蔵期間中に実施する検査 

本輸送容器は、乾式貯蔵施設における使用済燃料の貯蔵後の輸送に使用すること

から、発送前検査に先立ち、「使用済燃料中間貯蔵施設用金属キャスクの安全設計及

び検査基準：2021(AESJ-SC-F002：2021、(一社)日本原子力学会)」を基に設定した

(ハ)-第 A.2表に示す検査を実施する。また、輸送に係る検査の詳細は以下のとお

り。 

(3)-① 

ニ－Ａ－５ Ａ.２.１ 発送前検査  

使用済燃料を収納した本輸送容器の設計貯蔵期間は 50年間である。 

原子炉建屋から乾式貯蔵施設へ輸送物を発送する前に(ニ)－第Ａ.１表に示す原子

炉建屋内発送前検査を行う 

(ハ)-A-10 (1) 構内発送前検査 

燃料収納後、乾式貯蔵施設まで輸送する前に(ハ)-第 A.3表に示す構内発送前検査

を行う。 

(4)-② 

(2)、 

(4)-② 

- (記載なし) (ハ)-A-10 (2) 貯蔵期間中検査(貯蔵機能維持確認検査) 

貯蔵期間中に、貯蔵時に必要な基本的安全機能及び構造強度を維持していること

を確認するために(ハ)-第 A.4表に示す貯蔵期間中検査(貯蔵機能維持確認検査)を外

観検査、二重蓋間圧力検査、未臨界検査、表面温度検査及び収納物検査については 1

年に 1回以上、遮蔽性能検査及び熱検査については 10年に 1回以上実施する。 

(3)-① 

 

 

ニ－Ａ 

－１６ 
（２）貯蔵期間中検査  

貯蔵期間中に、輸送時に必要な基本的安全機能及び構造強度を維持していることを

確認するために(ニ)－第Ａ.３表に示す貯蔵期間中検査を定期的に行う。 

 

(ハ)-A-10 (3) 貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査) 

貯蔵期間中に、輸送時に必要な基本的安全機能及び構造強度を維持していること

を確認するために(ハ)-第 A.5表に示す貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)を外

観検査、気密漏えい検査、未臨界検査及び吊上検査については 1年に 1回以上、遮

蔽性能検査及び熱検査については 10年に 1回以上実施する。 

(3)-① 

 

(2)、 

(3)-① 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

- (記載なし) (ハ)-A-11 

 

 

(3)-① 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ－６ 

 

(ハ)-A-12 

 

 

(2)、 

(3)-①、 

(4)-② 

(以下同様) 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ－７ 

 

(ハ)-A-13 

  

(2)、 

(4)-② 

(以下同様) 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

- (記載なし) (ハ)-A-14 

 

(3)-① 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

- (記載なし) (ハ)-A-15 

 

(3)-① 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ 

－１７ 

 

(ハ)-A-16 

 

(3)-① 

 

 

(4)-② 

 

 

 

 

 

(3)-① 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

(4)-② 

 

 

(3)-① 

 

- (記載なし) (ハ)-A-16 A.5.3 乾式貯蔵施設において貯蔵を行わない場合に実施する発送前検査 

乾式貯蔵施設において貯蔵を行わず、燃料装荷後に再処理工場へ直接搬出する場

合は、核燃料輸送物を発送する前に(ハ)-第 A.3表に示す構内発送前検査と同様の核

燃料輸送物の発送前検査を行う。 

(3)-① 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ａ 

－１０ 
Ａ.２.２ 使用済燃料の長期健全性に関する状況調査 

使用済燃料を収納した本輸送容器の設計貯蔵期間は 50年間である。 

乾式貯蔵施設から輸送物を発送する前に行う輸送物発送前検査の収納物検査につい

ては、一次蓋及び二次蓋を開放して使用済燃料の外観を目視等にて検査することな

く、記録の確認によって行うことから、使用済燃料の長期健全性に関する状況調査を

実施し、知見の蓄積を図る。 

(ハ)-A-17 A.6 使用済燃料の長期健全性に関する状況調査 

本輸送容器に収納した使用済燃料は、乾式貯蔵施設において長期の貯蔵を行った

後に輸送することとなる。 

乾式貯蔵施設から核燃料輸送物を発送する前に行う核燃料輸送物の発送前検査の

収納物検査については、一次蓋及び二次蓋を開放して使用済燃料の外観を目視等に

て検査することなく、記録の確認によって行うことから、国内外で実施されている

以下のような使用済燃料の長期健全性に関する試験の実施状況を調査し、知見の蓄

積を図る。なお、本輸送容器の安全性に影響する新たな技術的知見が得られた場合

の対応については(ニ)章に示す。 

 

(4)-② 

 

〃 

 

〃 

〃 

(4)-① 

ニ－Ｂ－１ Ｂ．保守条件 

貯蔵期間中の輸送容器の健全性の維持については、(ニ)－第Ａ.３表の貯蔵期間中検

査（貯蔵機能維持確認検査）により確認する。 

(ハ)-B-1 B. 保守条件  

貯蔵期間中の輸送容器の健全性の維持に関し、(ハ)章 B.1、B.3～B.7及び B.13につ

いては、貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)の記録により確認する。 

 

(3)-② 

〃 

ニ－Ｂ－１ Ｂ.１ 外観検査  

貯蔵期間中検査（貯蔵機能維持確認検査）の外観検査記録を確認し、輸送容器に、

基本的安全機能及び構造強度に影響する汚れ、傷、変形又は損傷がないことを確認す

る。 

(ハ)-B-1 B.1 外観検査 

貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)の外観検査記録を確認し、輸送容器に、

基本的安全機能及び構造強度に影響する汚れ、腐食、傷、変形又は損傷がないこと

を確認する。 

 

(3)-② 

〃 

ニ－Ｂ－１ Ｂ.３ 気密漏えい検査  

貯蔵期間中検査（貯蔵機能維持確認検査）の二重蓋間圧力検査記録を確認し、二重

蓋間圧力が検査要領書に規定する圧力範囲にあること。 

(ハ)-B-1 B.3 気密漏えい検査 

貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)の気密漏えい検査記録を確認し、二重蓋

間圧力が検査要領書に規定する圧力範囲にあることを確認する。 

 

(3)-② 

〃 

ニ－Ｂ－１ Ｂ.４ 遮蔽検査  

代表容器の貯蔵期間中検査（貯蔵機能維持確認検査）の遮蔽性能検査記録を確認

し、代表容器が遮蔽機能を維持していることを確認する。 

(ハ)-B-1 B.4 遮蔽検査 

代表容器の貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)の遮蔽性能検査記録を確認

し、代表容器が遮蔽機能を維持していることを確認する。 

 

(3)-② 

ニ－Ｂ－１ Ｂ.５ 未臨界検査  

貯蔵期間中検査（貯蔵機能維持確認検査）の未臨界検査記録を確認し、バスケット

の外観、寸法に影響する輸送容器の異常がないこと、また、収納物の仕様及び貯蔵期

間が設計評価条件内であることを確認する。 

(ハ)-B-1 B.5 未臨界検査 

貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)の未臨界検査記録を確認し、バスケット

の外観、寸法に影響する輸送容器の異常がないこと、また、収納物の仕様及び貯蔵

期間が設計評価条件内であることを確認する。 

 

(3)-② 

ニ－Ｂ－１ Ｂ.６ 熱検査  

代表容器の貯蔵期間中検査（貯蔵機能維持確認検査）の伝熱検査記録を確認し、代

表容器が除熱機能を維持していることを確認する。 

(ハ)-B-1 B.6 熱検査 

代表容器の貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)の熱検査記録を確認し、代表

容器が除熱機能を維持していることを確認する。 

 

(3)-② 

ニ－Ｂ－１ Ｂ.７ 吊上検査  

貯蔵期間中検査（貯蔵機能維持確認検査）の外観検査記録により、トラニオン部に

異常がないことを確認し、トラニオン部の性能に影響を与えるような汚れ、傷、変形

又は損傷のないことを確認する。 

(ハ)-B-1 B.7 吊上検査 

貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)の吊上検査記録により、トラニオン部に

異常がないことを確認し、トラニオン部の性能に影響を与えるような汚れ、腐食、

傷、変形又は損傷のないことを確認する。 

 

(3)-② 

(4)-② 

 

ニ－Ｂ－２ Ｂ.10 密封装置の弁、ガスケット等の保守 

三次蓋用 Oリングは、(ニ)－第Ｂ.１表に示す交換頻度に従い使用する。 

(ハ)-B-2 B.10 密封装置の弁、ガスケット等の保守 

三次蓋用 Oリングは、(ハ)-第 B.1表に示す交換頻度に従い使用する。 

 

(2) 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ｂ－２ (ニ)－第Ｂ.１表 部 品 交 換 頻 度 (ハ)-B-2 (ハ)-第 B.1表 部 品 交 換 頻 度 (2) 

ニ－Ｂ－２ Ｂ.12 記録の保管   

製造時検査記録、原子炉建屋内発送前検査記録、貯蔵期間中検査記録、乾式貯蔵施

設内発送前検査記録及び定期自主検査記録（補修記録や部品交換履歴を含む）は、当

該輸送容器存続中保存する。 

(ハ)-B-2 B.12 記録の保管 

製造時検査記録、構内発送前検査記録、貯蔵前検査記録、貯蔵期間中検査記録、

発送前検査記録及び定期自主検査記録(補修記録や部品交換履歴を含む)は、当該輸

送容器存続中保存する。 

 

(3)-② 

ニ－Ｂ－２ Ｂ.13 定期自主検査   

（１）乾式貯蔵施設での貯蔵中の定期自主検査  

乾式貯蔵施設で貯蔵中の輸送容器については(ニ)－第Ｂ.２表に示す定期自主検

査を１年に１回以上実施する。 

(ハ)-B-2 B.13 その他 

(1) 乾式貯蔵施設での貯蔵中の定期自主検査 

乾式貯蔵施設で貯蔵中の輸送容器については(ハ)-第 B.2表に示す定期自主検査

を貯蔵期間中検査(輸送機能維持確認検査)の記録を確認することにより 1年に 1

回以上実施する。 

(4)-② 

 

(2) 

(3)-② 

ニ－Ｂ－３ 

 

(ハ)-B-3 

 

(2) 

 

 

(3)-② 

(4)-② 

 

(3)-② 

〃 

 

(3)-② 

 

 

 

(3)-② 

(4)-② 

 

 

 

 

〃 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ｂ－４ 

 

(ハ)-B-4 

  

(2) 

 

 

 

(4)-② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

ニ－Ｂ－４ ａ．使用済燃料を装荷したことのない輸送容器の定期自主検査  

使用済燃料を装荷したことのない輸送容器については、内部に不活性ガスを充填す

る等の腐食防止措置を講じ、屋内に保管するか、又は屋外に保管する場合には養生を

行い、(ニ)－第Ｂ.４表に示す定期自主検査を１年に１回以上実施する。 

(ハ)-B-5 a. 使用済燃料を装荷したことのない保管中の輸送容器の定期自主検査  

使用済燃料を装荷したことのない保管中の輸送容器については、内部に不活性ガ

スを充填する等の腐食防止措置を講じ、屋内に保管するか、又は屋外に保管する場

合には養生を行い、(ハ)-第 B.4表に示す定期自主検査を 1年に１回以上実施する。 

(4)-② 

〃 

 

(2) 

ニ－Ｂ－５ 

 

(ハ)-B-5 

  

(2)、 

(4)-② 

 

 

〃 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記）変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

ニ－Ｂ－５ ｂ．使用済燃料を装荷したことのある輸送容器の定期自主検査  

使用済燃料を装荷したことのある輸送容器については、保管する前に(ニ)－第Ｂ.

３表と同じ検査を実施する。  

保管にあたっては、内部に不活性ガスを充填する等の腐食防止措置を講じ、屋内に

保管するか、又は屋外に保管する場合には養生を行い、(ニ)－第Ｂ.４表に示す定期

自主検査を１年に１回以上実施する。 

当該輸送容器の保管が終了し、使用済燃料を装荷する前には、(ニ)－第Ｂ.３表と

同じ検査を実施する。 

(ハ)-B-5 b. 使用済燃料を装荷したことのある保管中の輸送容器の定期自主検査 

使用済燃料を装荷したことのある輸送容器について、当面の再利用計画がない等

の理由により保管措置を講ずる場合は、保管する前に(ハ)-第B.3表と同じ検査を実

施する。 

また、保管にあたっては、内部に不活性ガスを充填する等の腐食防止措置を講

じ、屋内に保管するか、又は屋外に保管する場合には養生を行い、保管中は(ハ)-第

B.4表に示す定期自主検査を 1年に 1回以上実施する。 

当該輸送容器の保管が終了し、使用済燃料を装荷する前には、(ハ)-第 B.3表と同

じ検査を実施する。 

(4)-② 

〃 

(2) 

 

(4)-② 

(2) 

 

〃 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記) 変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のための違いは省略する。 

ページ 変更前 ページ 変更後 変更内容 

表紙 ホ章   安全上の特記事項 表紙 (ニ)章 安全設計及び安全輸送に関する特記事項 (2) 

ホ－１ 

 
ホ章 安全上の特記事項 

本輸送物の安全設計、安全輸送に関する特記事項は以下のものとする。 

(ニ)-1 

 
(ニ)章 安全設計及び安全輸送に関する特記事項 

本核燃料輸送物の安全設計及び安全輸送に関する特記事項は以下のものとする。 

(2) 

(4)-② 

ホ－１ 

 
１．近接防止金網の装着 

本輸送物は、発送前の温度測定検査で、日陰において輸送中人が容易に近づくこと

ができる表面温度が 85℃を超える場合は、近接防止金網を装着して輸送するものとす

る。 

(ニ)-1 

 
1. 近接防止金網の装着 

本核燃料輸送物は、発送前の温度測定検査で、日陰において輸送中人が容易に近づ

くことができる表面温度が 85℃を超える場合は、近接防止金網を装着して輸送するも

のとする。 

 

(4)-② 

 

ホ－１ 

 

 

２．使用済燃料集合体の収納位置 

イ章に示す使用済燃料集合体は、(ホ)-第 1図に示す範囲に収納するものとする。 

 

((ホ)-第 1図は掲載を省略) 

- 

(削除) (4)-① 

ホ－２ 

 
３．三次蓋及び緩衝体の取扱いについて 

本輸送物の三次蓋及び緩衝体は同型式の輸送容器間で共用する。 

 

 

(ニ)-1 

 
2. 三次蓋及び緩衝体の取扱いについて 

本核燃料輸送物の三次蓋及び緩衝体は同型式の輸送容器間で共用する。 

また、安全性向上の観点から、緩衝材として使用する木材の経年変化に関する知見

の拡充の取り組みの一環として、緩衝体の使用に際しては、都度、輸送容器の使用履

歴を蓄積し、輸送前に、輸送容器の使用履歴、収納物の発熱量及び輸送時に想定され

る環境温度を踏まえ、木材温度が、概ね実績のある温度の範囲内であることを確認し

た後に輸送を行う。 

 

(4)-② 

(4)-① 

 

- (記載なし) (ニ)-1 

 
3. 技術基準が変更となった場合及び新たな技術的知見が得られた場合の対応について 

外運搬規則等の改正に伴い本核燃料輸送物に係る技術上の基準が変更となった場

合及び新たな技術的知見が得られた場合は、設計への影響を評価し、必要に応じて設

計変更承認申請等の手続きを行う。 

(4)-① 

ホ－２～ 

２３ 

 

４．安全解析における輸送容器の構成部材及び使用済燃料に関する経年変化の考慮 

 

(以降、掲載を省略) 

- (削除) (1)-② 

参－Ａ－２ (14) トラニオンの組立取付 

胴に加工されたトラニオン取付ネジ部にトラニオンの組立取付を行う 

(参)-A-2 (14) トラニオンの取付け 

胴に加工されたトラニオン取付ネジ部にトラニオンの取付けを行う。 

(4)-② 

〃 

参－Ａ－３ (8) 組立取付 

密封監視装置の部品類の組立取付を行う 

(参)-A-3 (8) 取付け 

密封監視装置の部品類の取付けを行う。 

(4)-② 

〃 
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別紙記載事項の変更前後比較表 

注記) 変更箇所を   で示す。なお、誤字・脱字や書式・体裁・項番号の訂正、図表追加等に伴う図表番号の振り直し及び表現の統一のため

の違いは省略する。 

変
更
前 

ページ 参－Ａ－５ 

 

変
更
後 

ページ (参)-A-5 

 

変
更
内
容 

(4)-② 
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